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１．概要（Summary） 

イメージセンサに用いられるカラーフィルタとして、構造

色利用のカラーフィルタを製作することで、従来のカラー

フィルタよりも単純なプロセスでのフィルタ製作を目指す。

これに利用するフォトダイオードのアニールを行うために

東北大学ナノテク融合技術支援センターを利用した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

ランプアニール装置 

 

・実験方法 

  ボロンのイオン注入を行った n 型のシリコンウェハをラ

ンプアニール装置によりアニールを行った。（温度：

1000 ℃、時間：30 min） 

 尚、イオン注入、電極作成、その他のプロセスは東北大

学工学研究科付属マイクロ・ナノマシニング研究教育セン

ターの装置を利用した。（イオン注入条件：イオン源：BF2、

ドーズ量：2×1014 ion/cm2、加速電圧：100 keV、電

極：芝浦スパッタ装置により、Al 成膜） 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

イオン注入により導入した不純物をアニールにより活性

化した。光源として、白色光源である Dolan Jenner 社の

（Fiber light model 190）を用いて、光の強さを変化させ

たときのフォトダイオードの電流-電圧特性を示す （Fig. 

1）。光の出力パワーはアドバンテスト（株）のパワー

メータ（TQ8210）を用いて、デバイスの受光距離（お

よそ 100mm）において測定した。光の強さにより、グラ

フが下方向にシフトするフォトダイオードとしての特性を確

認でき、アニールによる活性化を適切に行うことができた

と考える。 

 

Fig. 1 I-V characteristics of photodiode. 
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